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	応用
	抗原情報
	背景
	フォークヘッドファミリーの転写因子は、横紋筋肉腫および急性白血病の腫瘍形成に関与しています。インスリンシグナル伝達経路の調節に関与する転写因子です。インスリン応答エレメント（IRE）に結合し、IGFBP1の転写を活性化することができます。HIF1Aの発現をダウンレギュレーションし、低酸素によって誘導されるHIF1A調節遺伝子の転写活性化を抑制します。また、細胞周期の負の調節にも関与しています。インスリンシグナル伝達経路の調節に関与する転写因子です。インスリン応答エレメント（IRE）に結合し、IGFBP1の転写を活性化することができます。HIF1Aの発現をダウンレギュレーションし、低酸素によって誘導されるHIF1A調節遺伝子の転写活性化を抑制します。また、細胞周期の負の調節にも関与しています。胚性幹細胞 (ESC) における PSMD11 の発現を活性化することでプロテアソーム活性の増加に関与し、26S プロテアソームの組み立てが強化され、その後プロテアソーム活性が高まります。
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	FoxO4 を導入した 293T 細胞溶解物における FoxO4 発現のウエスタン ブロット分析。

